
教育職員免許科目と講義題目との関係

別表第1 （第5条関係）

第1欄 第2欄 第3欄

＼免許状の種類

大学において修得することを
必要とする最低単位数

基 礎 資 格
教科及び教職 特別支援教育
に関する科目 に関する科目

幼稚園教諭 専修免許状 修士の学位を有すること。 75 

一種免許状 学士の学位を有すること。 51 

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 31 

小学校教諭 専修免許状 修士の学位を有すること。 83 

一種免許状 学士の学位を有すること。 59 

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 37 

中学校教諭 専修免許状 修士の学位を有すること。 83 

一種免許状 学士の学位を有すること。 59 

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 35 

高等学校教諭 専修免許状 修士の学位を有すること。 83 

一種免許状 学士の学位を有すること。 59 

特別支援学校教諭 専修免許状 修士の学位を有すること及び小学校、 中学校、
高等学校又は幼稚圏の教諭の普通免許状を有す 50 
ること。

一種免許状 学士の学位を有すること及び小学校、 中学校、
高等学校又は幼稚圃の教諭の普通免許状を有す 26 
ること。

二種免許状 小学校、 中学校、 高等学校又は幼稚園の教諭の 16 
普通免許状を有すること。

■上記「別表第1」の見方【例：中学校一種免許状を取得する場合】

1)第3欄「教科及び教職に関する科且」の「大学において修得することを必要とする最低単位数」は

59単位。 — ①

2) P77の『中学校、 裔等学校教諭一種免許状【教育の基礎的理解に関する科目等】』の中学校の「免

許法施行規則に定める最低修得単位数」は27単位。 ー ②

3) P81～の各免許状（教科別）の中学校の「免許法施行規則に定める最低修得単位数」は2 8単位。

—③

4) P80の『幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校教諭一種免許状【大学が独自に設定する科目】』の「免

許法規則に定める最低修得単位数」は4単位。 ー④

①(59単位） ＝ ② （27単位） ＋ ③ （28単位） ＋ ④ （4単位）となる。

※④の「大学が独自に設定する科目」は、 P80の科且を修得する他、 ②と③の「免許法施行規則に定

める最低修得単位数」を超えて履修した単位を「大学が独自に設定する科目」にあてることができ

る。
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【教育学部】



【教育職員免許法施行規則 第66条の6に定める科目】

下記科目は必ず修得すること。 全ての免許状取得に必要です。

施行規則に定める科目及び単位数 共通教育
授業科目 単位

科目区分
開設学部等

科 且 単位

日本国憲法 2 日本国憲法 2 人文・社会科学分野

体育・健康科学理論 1 

体育 2 体育・健康
体育・健康科学実習 1 

英語IA 1 共通教育

英語IIA 1 
センタ ー

外国語コミュニケ ー ション 2 英語
英語I B 1 

英語II B 1 

情報機器の操作 2 情報活用 2 情報活用
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幼稚園教諭 一種免許状【教育の基礎的理解に関する科目等】

免許法施行規則に定める科且区分等 本学部で 免許法施行規
授業科且 修得すべ 則に定める最

科H区分 各科Hに含めることが必要な事項 き単位数 低修得単位数

教育の基礎的 教育の理念並びに教育に関する歴史及
教育原論 2 

理解に関する び思想
科且

教職の意義及び教員の役割 ・ 職務内容
（チ ーム学校運営への対応を含む。）

教職基礎論 2 

教育に関する社会的、 制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校 教育制度論 2 

安全への対応を含む。） 10 

幼児、 児童及び生徒の心身の発達及び
教育心理学 2 

学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、 児童及
特別支援教育基礎論 1 

び生徒に対する理解

教育課程の意義及び絹成の方法（カリ
幼児教育課程論 2 

キュラム ・ マネジメントを含む。）

道徳、 総合的 教育の方法及び技術（情報機器及び教 幼児教育の方法 2 

な学習の時間
等の指導法及

材の活用を含む。） 保育学II 2 

び 生 徒 指導、 幼児理解の理論及び方法 4 

教育相談等に
幼児理解と教育相談 2 

関する科目 教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育実践に関 小学校又は中学校教育実習I 3 

する科目 教育実習
幼稚圏教育実習II 2 

教職実践演習 教職実践演習（幼小中高） 2 2 

計 24 21 

※教職実践演習の履修要件については、 56頁を参照のこと。
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小学校教諭 一種免許状【教育の基礎的理解に関する科目等】

免許法施行規則に定める科且区分等 本学部で 免許法施行規
授業科且 修得すべ 則に定める最

科H区分 各科Hに含めることが必要な事項 き単位数 低修得単位数

教育の基礎的 教育の理念並びに教育に関する歴史及
教育原論 2 

理解に関する び思想
科且

教職の意義及び教員の役割 ・ 職務内容
（チ ーム学校運営への対応を含む。）

教職基礎論 2 

教育に関する社会的、 制度的又は経営
的事項（学校と地域との連携及び学校 教育制度論 2 

安全への対応を含む。） 10 

幼児、 児童及び生徒の心身の発達及び
教育心理学 2 

学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、 児童及
特別支援教育基礎論 1 

び生徒に対する理解

教育課程の意義及び絹成の方法（カリ
教育課程論 1 

キュラム ・ マネジメントを含む。）

道徳、 総合的 道徳の理論及び指導法 道徳教育論 2 

な学習の時間
総合的な学習の時間の指尊法 総合的な学習の時間の指導法 1 

等の指導法及
び生徒指導、 特別活動の指導法 特別活動の指導法 2 
教育相談等に
関する科目 教育の方法及び技術（情報機器及び教

教育方法・技術論 1 
材の活用を含む。）

10 

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び 生徒・進路指導論 2 

方法

教育相談（カウンセリングに関する基
学校教育相談 2 

礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育実践に関 小学校教育実習I 6 

する科目
教育実習 中学校教育実習I 5 

5 

小学校教育実習II

教職実践演習 教職実践演習（幼小中高） 2 2 

計
28 

27 
(27) 

※教職実践演習の履修要件については、 56頁を参照のこと。
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教育の基礎的理解に関する科目等】

免許法施行規則に定める科且区分等 本学部で修得すべき 免許法施行規則に定

各科目に含めることが必要な 授業科目 単位数 める最低修得単位数

科目区分
事項 中学校 高等学校 中学校 高等学校

教育の基礎的 教育の理念並びに教育に関す
教育原論 2 2 

理解に関する る歴史及び思想
科目

教職の意義及び教員の役割·
職務内容（チ ーム学校運営へ 教職基礎論 2 2 

の対応を含む。）

教育に関する社会的、 制度的
又は経営的事項（学校と地域

教育制度論 2 2 
との連携及び学校安全への対
応を含む。） 10 10 

幼児、 児童及び生徒の心身の
教育心理学 2 2 

発達及び学習の過程

特別の 支援を必要とする幼
児、 児童及び生徒に対する理 特別支援教育基礎論 1 1 

解

教育課程の意義及び編成の方
法（カリキュラム ・ マネジメ 教育課程論 1 1 

ントを含む。）

道徳、 総合的 道徳の理論及び指導法 道徳教育論 2 2 

な学習の時間
総合的な学習の時間等の指導法及 総合的な学習の時間の指導法 1 1 

び生徒指導、 の指導法

教育相談等に 特別活動の指導法 特別活動の指導法 2 2 

関する科目

教育の方法及び技術（情報機
教育方法・技術論 1 1 

器及び教材の活用を含む。）
10 8 

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の 生徒 ・ 進路指樽論 2 2 

理論及び方法

教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含む。） 学校教育相談 2 2 

の理論及び方法

教育実践に関 中学校教育実習I 5 

する科目
教育実習 小学校教育実習I 3 5 3 

5 

中学校教育実習II

教職実践演習
教職実践演習（幼小

2 2 2 2 
中高）

計 27 25 27 23 

※教職実践演習の履修要件については、 56頁を参照のこと。
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幼稚園教諭 一種免許状【領域及び保育内容の指導法に関する科目】（改正施行規則附則第7項）

※下記「領域に関する専門的事項」の科Hから16単位を修得

免許法施行規則に定める科目区分等

各科目に含めることが 授業科目 単位 履修上の注意
科目区分

必要な事項

領域に関する 国語 国語A 2 

専門的事項
国語 B 2 

算数 数学概論 2 

生活 自然と人間 2 

くらしと技術 2 

生活環境と社会認識 2 

自已意識の発達 2 

音楽 小学校音楽I 1 

小学校音楽II 1 

子どもの音楽表現 2 

図画工作 基礎造形A 1 

基礎造形B 1 

基礎造形c 1 

基礎造形E 1 

基礎造形 F 1 

体育 小学校体育A 1 

小学校体育B 1 

小学校体育c 1 

小学校体育D 1 

小学校体育E 1 

小学校体育 F 1 

免許法施行規則に定める科目区分等
授業科且 単位 履修上の注意

科目区分

領域及び保育内容の指導 保育内容の指導法（情報機 保育内容I （人間関係） 2 必修
法に関する科目 器及び教材の活用を含む。）

保育内容II （言葉） 2 必修

保育内容m （環境） 2 必修

保育内容w（表現） 2 必修

保育内容V （健康） 2 必修
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小学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

※下記「教科に関する専門的事項」の各科目から7教科（各l単位以上）以上にわたって履修し、計18単位を修得。

免許法施行規則に定める科目区分等

各科目に含めること 授業科目 単位 履修上の注意
科目区分

が必要な事項

教科及び教科の 教科に関する専 国語（書写を含む。） 国語A 2 

指導法に関する 門的事項 国語B 2 
科目

社会 基礎社会A 2 

墓礎社会B 2 

算数 数学概論 2 

理科 基礎科学 2 

生活 自然と人間 2 

くらしと技術 2 

生活環境と社会認識 2 

自己意識の発達 2 

音楽 小学校音楽I 1 

小学校音楽II 1 

図画工作 甚礎造形A 1 

基礎造形B 1 

基礎造形 c 1 

甚礎造形E 1 

基礎造形F 1 

家庭 家政概論 2 

体育 小学校体育A 1 

小学校体育B 1 

小学校体育 c 1 

小学校体育D 1 

小学校体育E 1 

小学校体育F 1 

外国語 小学校英語 1 

各教科の指導法 国語（書写を含む。） 匝語科教育I 2 必修
（情報機器及び 社会 社会科教育概論 2 必修

教材の活用を含
む。） 算数 算数科教育 2 必修

理科 初等理科教育概論 2 必修

生活 生活科教育 2 必修

音楽 音楽科教育I 2 必修

圏画工作 美術教育学概論I 2 必修

家庭 家庭科教育概説I 2 必修

体育 体育科教育 2 必修

外国語 小学校英語指導法 2 必修
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幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校教諭一種免許状【大学が独自に設定する科目】

免許法施行規則に定め
る科目区分等 授業科目 単位 対応する免許状

科目区分

大学が独自に設定する 少人数学級·複式学級の指導法 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校
科目

教職研究特論 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

鹿児島教育の歴史 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

諸外国における教育の理論と実際 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

教育方法学特講 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

学校研究と教師の成長 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

学習心理 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

認知心理 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

記号心理 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

対人関係の心理 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

児童心理学 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

児童の社会的発達 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

青年心理学 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

教職実践研究I 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

教職実践研究II 2 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校

初等理科授業研究 2 小学校

初等理科教材論 2 小学校

音楽科教育研究 2 幼稚園、 小学校

音楽教育学特講 2 幼稚園、 小学校、 中学校（音楽）、 高等
学校（音楽）

音楽科教育方法論 2 幼稚園、 小学校

比較社会認識教育学I 2 中学校（社会）、 高等学校（地理歴史、
公民）

比較社会認識教育学II 2 中学校（社会）、 高等学校（地理歴史、
公民）

社会認識教育学演習I 1 中学校（社会）、 高等学校（地理歴史、
公民）

社会認識教育学演習II 1 中学校（社会）、 高等学校（地理歴史、
公民）

社会認識教育学実習I 1 中学校（社会）、 高等学校（地理歴史、
公民）

社会認識教育学実習II 1 中学校（社会）、 高等学校（地理歴史、
公民）

家庭科教育学研究I 2 中学校（家庭）、 高等学校（家庭）

家庭科教育演習 1 中学校（家庭）、 高等学校（家庭）

スポ ー ツ教育学II 2 中学校（保健体育）、 高等学校（保健体
育）
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

許 各科目に含めること 授業科目
状 科目区分

が必要な事項

中 教科に関する 固語学（音声言語及 国語学概論
学 専門的事項 び文章表現に関する 国語学特講校

ものを含む。）
音声学概論

語 国文法概説

言語表現論

国語学演習

国文学（国文学史を 国文学史I
含む。） 国文学史II

上代文学講読

中古中世文学講読

近世文学講読

近代文学講読I

近代文学講読II

近代文学講読m

児童文学講読

国文学特講

古典文学演習

国語科教育特講

漠文学 漢文学概論

漠文訓読法

漠文学講読I

漠文学講読II

漠文学講読m

漠文学特講

書道（書写を中心と 書道演習I
する。） 書道演習II

書道演習m

書道演習w

書道演習v

各教科の指導法（情報機器及び教材 国語科教育II
の活用を含む。） 国語科指導法I

国語科指導法II

国語科指導法m

国語科指導法w

合計（必修・選択必修）
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
選択必修の別

備考

2 ※ 

2 ※ 

2 ゜

2 ゜

1 ゜

1 ※ 

2 ゜

2 ゜

1 

1 △ 
これら 3 科目より 1

科目選択必修
1 

1 

1 これら 4 科目より 2
△ 

科目選択必修1 

1 

2 ※ 

1 ゜

2 

2 ゜

1 ゜

1 

1 △ 
これら 3 科目より l

科目選択必修
1 

2 ※ 

1 ゜

1 ゜

1 

1 

1 

上記のとおり 19単位修得した上で、 さ
らに※印の科目、 選択必修科目、 書道
の科目より 1 単位以上を修得。

2 

2 

2 これら 4 科目より 3
△ 

科目選択必修2 

2 

28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得



中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

許 各科目に含めること 授業科目
状 科目区分

が必要な事項

吉回 教科に関する 固語学（音声言語及 国語学概論
専門的事項 び文章表現に関する 国語学特講

ものを含む。）
語 音声学概論

国文法概説

言語表現論

国語学演習

国文学（国文学史を 国文学史I
含む。） 国文学史II

上代文学講読

中古中世文学講読

近世文学講読

近代文学講読I

近代文学講読II

近代文学講読m

児童文学講読

国文学特講

古典文学演習

国語科教育特講

漠文学 漢文学概論

漠文訓読法

漠文学講読I

漠文学講読II

漠文学講読m

漠文学特講

各教科の指導法（情報機器及び教材 国語科教育II
の活用を含む。） 国語科指導法I

国語科指導法II

国語科指導法皿

国語科指導法w

合計（必修・選択必修）
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
選択必修の別

備考

2 ※ 

2 ※ 

2 ゜

2 ゜

1 ゜

1 ※ 

2 ゜

2 ゜

1 

1 △ 
これら 3 科目より 1

科目選択必修
1 

1 

1 これら 4 科目より 2
△ 

科目選択必修1 

1 

2 ※ 

1 ゜

2 

2 ゜

1 ゜

1 

1 △ 
これら 3 科目より l

科目選択必修
1 

2 ※ 

上記のとおり 17単位修得した上で、 さ
らに※印の科目、 選択必修科目より 3

単位以上修得。

2 

2 

2 これら 4 科且より 3
△ 

科目選択必修2 

2 

28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得



中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免
免許法施行規則に定める科目区分等

許 各科目に含めること 授業科目
状 科目区分

が必要な事項

吉回 教科に関する 書道（書写を含む。） 書道泄習I
専門的事項 書道演習II

書
書道演習皿道

害道演習w

書道演習v

書道史 書道史

「書論、 鑑賞」 書道概論

「国文学、 漠文学」 国文学史I

国文学史II

上代文学講読

中古中世文学講読

近世文学講読

近代文学講読I

近代文学講読II

近代文学講読m

児童文学講読

漢文学概論

漠文訓読法

国文学特講

古典文学演習

漠文学講読I

漠文学講読II

漠文学講読m

漠文学特講

各教科の指導法（情報機器及び教材 書道科教育

の活用を含む。） 書道科教育特講

合計（必修・選択必修）

-83-

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
選択必修の別

備考

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

2 ゜

2 ゜

2 ゜

2 ゜

1 

1 △ 
これら3科目より1
科目選択必修

1 

1 

1 これら4科目より1
△ 

科且選択必修1 

1 

2 ゜

1 ゜

2 

1 ゜

1 

1 △ 
これら3科目よりl
科目選択必修

1 

2 

2 ゜

2 ゜

24 

必修、 選択必修を含んで24単位以上修得



中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免
免許法施行規則に定める科目区分等

悶 各科目に含めること
科目区分

が必要な事項

中 教科に関する 日本史・外国史
専門的事項

地 理 学（地 誌を含
む。）

授業科H

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
選択必修の別

備考

日本古代・中世史概説 2 ゜

日本近世・近代・現代
2 ゜

史概説

日本史特講I 2 

日本史特講II 2 

歴史学演習 1 

日本史演習I 1 

日本史演習II 1 

日本史演習皿 1 

日本史演習w 1 

外国史概説 2 ゜

西洋史特講 2 

東洋史概説 2 

考古学概説 2 

自然地理学概説 2 

自然地理学I 2 

自然地理学II 2 

人文地理学概説 2 ゜

人文地理学I 2 

人文地理学II 2 

地誌学概説 2 
いずれかl科目選択

△ 

必修世界地誌概説 2 

地理学実習 1 

自然地理学演習I 1 

自然地理学演習II 1 

人文地理学演習I 1 

人文地理学演習II 1 

自然地理学野外演習 1 

人文地理学野外演習 1 

-84-



「法律学、 政治学」 法学概論I 2 △ 

法学概論II 2 △ 

憲法I 2 

憲法II 2 
「法学概論l」・ 「法

法学演習I 1 学概論II」・ 「政治学

概論I」・ 「政治学概
法学演習II 1 論Il」より1科且選

法学演習 m 1 
択必修

民法 2 

政治学概論I 2 △ 

政治学概論II 2 △ 

「社会学、 経済学」 経済学概説I 2 △ 

経済学概説II 2 

経済学特講 2 「経 済 学 概 説 I 」.

「社会学概論」より
社会学概論 2 △ 1科目選択必修

経済学演習I 1 

経済学演習II 1 

「哲学、 倫理学、 宗 倫理学概論 2 △ 

教学」
倫理学特講I 2 

倫理学特講II 2 
「倫理学概論」 ・ 「哲

倫理学演習 1 学概論」より1科目

倫理学の諸間題
選択必修

1 

哲学概論 2 △ 

哲学特講 2 

上記のとおり18単位修得した上で、
さらに選択必修科目より2単位を修

／ィ寸旦 0 

各教科の指導法（情報機器及び教材 社会系教科教育概論I 2 

の活用を含む。）
社会系教科教育概論II ゜2 

社会系教科教育概論皿 2 ゜

社会系教科教育概論w 2 ゜

合計（必修 ・ 選択必修） 28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免
許
状

高

地
理
歴
史

免許法施行規則に定める科目区分等

科目区分
各科目に含めること
が必要な事項

教科に関する 日本史
専門的事項

外国史

人文地理学・自然地
理学

地誌

各教科の指導法（情報機器及び教材
の活用を含む。）

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

授業科目 単位 必修／
備考

選択必修の別

日本古代・中世史概説 2 ゜

日本近世・近代・現代 2 
゜

史概説

日本史演習I 1 

日本史演習II 1 

日本史演習m 1 

日本史演習w 1 

日本史特講I 2 いずれか1科目選択
△ 

必修日本史特講II 2 

歴史学演習 1 

考古学概説 2 

外国史概説 2 ゜

東洋史概説 2 ゜

西洋史特講 2 ゜

人文地理学概説 2 ゜

人文地理学I 2 

人文地理学II 2 

自然地理学概説 2 ゜

自然地理学I 2 

自然地理学II 2 

地理学実習 1 

自然地理学演習I 1 

自然地理学演習II 1 

人文地理学演習I 1 

人文地理学演習II 1 

自然地理学野外演習 1 

人文地理学野外演習 1 

地誌学概説 2 いずれか1科目選択
△ 

必修世界地誌概説 2 

上記のとおり18単位修得した上で、
さらに選択必修科目より2単位を修
得。

社会系教科教育概論I 2 ゜

地歴科教育概論 2 ゜

合計（必修 ・ 選択必修） 24 

必修、 選択必修を含んで24単位以上修得
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免
許
状

吉回

校

公
民

免許法施行規則に定める科目区分等

各科目に含めること 授業科目
科目区分

が必要な事項

教科に関する 「法律学（国際法を 法学概論I
専門的事項 含む。）、 政治学（国 法学概論II

際政治を含む。）」
政治学概論I

政治学概論II

憲法I

憲法II

法学演習I

法学演習II

法学演習m

民法

「社会学、経済学（国 経済学概説I
際経済を含む。）」 経済学概説II

経済学特講

社会学概論

経済学演習I

経済学演習II

「哲学、 倫理学、 宗 倫理学概論
教学、 心理学」 倫理学特講I

倫理学特講II

倫理学演習

倫理学の諸問題

哲学概論

哲学特講

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
備考

選択必修の別

2 いずれか1科目選択
△ 

必修2 

2 いずれか1科目選択
△ 

2 必修

2 いずれかl科且選択
△ 

2 必修

1 

1 

1 

2 

2 ゜

2 

2 

2 ゜

1 

1 

2 ゜

2 △ 

2 △ 「倫 理 学 特 講 I」.

1 
「倫 理 学 特 講 II」.
「哲学特講」より 1

1 科目選択必修

2 ゜

2 △ 

上記のとおり16単位修得した上で、
さらに選択必修科目より4 単位を修

／ィ寸旦 0 

各教科の指導法（情報機器及び教材 社会系教科教育概論II 2 ゜

の活用を含む。） 公民科教育概論 2 ゜

合計（必修 ・ 選択必修） 24 

必修、 選択必修を含んで24単位以上修得
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

許 各科目に含めること 授業科目
状 科目区分

が必要な事項

中 教科に関する 代数学 線型代数学I
学 専門的事項 線型代数学II校

古向 代数学I
校 代数学II
／ 数 幾何学 初等幾何学
子ヽ巫

幾何学I

幾何学II

解析学 解析学I

解析学II

解析学皿

複素関数論

「確率論、 統計学」 確率統計I

確率統計II

コンピュ ー タ 計算機論I

計算機論II

各教科の指導法（情報機器及び教材 数学科教育概論
の活用を含む。） 数学科教育教材論

数学科教育方法論

数学科教育特講

合計（必修 ・ 選択必修）

-88-

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
選択必修の別

備考

2 ゜

2 ゜

2 ゜

2 

2 ゜

2 ゜

2 △ 

2 ゜ 「幾何学II」 ・ 「解析

2 ゜
学 皿」 ・ 「 確 率 統 計
II」より1科H選択

2 △ 必修

2 

2 ゜

2 △ 

2 ゜

2 

2 ゜

2 ゜

2 ゜

2 ゜

28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得



中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

靡
免許法施行規則に定める科目区分等

各科且に含めること
状 科目区分

が必要な事項

中 教科に関する 物理学
学 専門的事項
校

理
科

物 理 学 実 験（コン

ピュー タ活用を含む。）

化学

化学実験（コンピュ ー

夕活用を含む。）

生物学

生 物 学 実 験（コン

ピュー タ活用を含む。）

地学

授業科目

物理学概説I

物理学概説II

物理学演習I

物理学演習II

現代物理学

物理数学

物理学実験I

物理学実験II

無機化学

有機化学I

有機化学II

物理化学

生化学

分析化学

無機化学演習

有機化学演習

化学特講

化学実験I

化学実験II

動物生理学

植物生理学

遺伝学

原生生物学

動物形態分類学

植物形態分類学

動物行動生態学

植物生態学

生物学特講

生物学実験I

生物学実験II

生物学野外実験

地学概論I

地学概論II

気象学

地球物理学

鉱物学

地学演習I

地学演習II

地学特講

-89-

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
備考

選択必修の別

2 ゜

2 ゜

1 

1 

2 

2 

1 いずれか1科目選択
△ 

1 必修

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

1 いずれか1科目選択
△ 

1 必修

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 いずれか1科目選択
△ 

必修1 

1 

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

1 

1 

2 



地学実験（コンピュ ー 地学実験I 1 いずれか 1 科目選択
夕活用を含む。） △ 

必修地学実験II 1 

地学野外実験 1 

各教科の指導法（情報機器及び教材 中等理科教育概論 2 

の活用を含む。） 中等理科教材論 2 

中等理科指導論 2 これら 4 科目より 3
△ 

中等理科授業研究 2 科目選択必修

理科教育特講 2 

合計（必修・選択必修） 28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免
免許法施行規則に定める科目区分等

許 各科目に含めること
状 科目区分

が必要な事項

高 教科に関する 物理学
専門的事項

理
科

化学

生物学

地学

授業科目

物理学概説I

物理学概説II

物理学演習I

物理学演習II

現代物理学

物理数学

無機化学

有機化学I

有機化学II

物理化学

生化学

分析化学

無機化学演習

有機化学演習

化学特講

動物生理学

植物生理学

遺伝学

原生生物学

動物形態分類学

植物形態分類学

動物行動生態学

植物生態学

生物学特講

地学概論I

地学概論II

気象学

地球物理学

鉱物学

地学演習I

地学演習II

地学特講

-91-

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
選択必修の別

備考

2 ゜

2 ゜

1 

1 

2 

2 

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

1 

1 

2 



「物理学実験（コン 物理学実験I 1 いずれかl科目選択
ピュ ー タ活用を含 △ 

必修
む。）、 化学実験（コ 物理学実験II 1 

ンピュ ー タ活用を含 化学実験I 1 いずれか 1 科目選択
む。）、 生物学実験 △ 

必修
（コンピュ ー タ活用 化学実験II 1 

を含む。）、 地学実験 生物学実験I 1 いずれか 1 科目選択
（コンピュ ー タ活用 △ 

必修
を含む。）」 生物学実験II 1 

生物学野外実験 1 

地学実験I 1 いずれか 1 科目選択
△ 

必修地学実験II 1 

地学野外実験 1 

各教科の指導法（情報機器及び教材 中等理科教育概論 2 

の活用を含む。）
中等理科教材論 2 

中等理科指導論 2 これら 4 科且より 3
△ 

科且選択必修中等理科授業研究 2 

理科教育特請 2 

合計（必修・選択必修） 28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

許 各科目に含めること 授業科目
状 科目区分

が必要な事項

中 教科に関する ソルフェージュ ソルフェージュA
専門的事項 ソルフェージュB

吉回 声楽（合唱及び日本 声楽
校 の伝統的な歌唱を含 声楽特購
ヘ音

む。）
合唱A

楽ヽ
合唱B

伝統的な歌唱

器楽（合奏及び伴奏 ピアノ
並びに和楽器を含 弦楽器奏法A
む。）

弦楽器奏法B

管楽器奏法

打楽器奏法

木管楽器奏法

金管楽器奏法

邦楽器奏法

伴奏法

合奏演習A

合奏演習B

指揮法 指揮法

音楽理論·作曲法 音楽理論I
（編曲法を含む。）． 音楽理論II
音楽史（日本の伝統
音楽及び諸民族の音 音楽理論m

楽を含む。） 作曲法

音楽史A

音楽史B

音楽学概説

音楽学特講

民族音楽学概論

作曲特講

各教科の指導法（情報機器及び教材 音楽教育学概説
の活用を含む。） 音楽科教育II

音楽科教育研究

音楽科教育方法論

合計（必修・選択必修）

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件
単位 必修／

選択必修の別
備考

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 

1 

1 これら6科且よりl
△ 

科目選択必修1 

1 

1 

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

2 

2 

2 ゜

2 ゜
これら4科目は教科
教育学の必修科日で

2 ゜ ある
2 ゜

28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得

※教科に関する専門的事項欄の 0必修科目計20単位は、 P35の 2. 基礎共通科目に該当します。

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）欄は、 Pl4の表 7 教科教育学に該当し、 P35の 2.

基礎共通科目には該当しません。
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免
免許法施行規則に定める科目区分等

悶 各科目に含めること
科目区分

が必要な事項

中 教科に関する 絵画（映像メデイア
専門的事項 表現を含む。）

芙

彫刻

デ ザ イ ン（ 映 像 メ
デイア表現を含む。）

工芸

授業科目

素描I

油彩I

油彩II

油彩皿

油彩w

絵画制作研究

日本画

絵画技法論

版画

表現基礎実習I

彫塑I

彫搬II

彫塑m

彫塑w

彫塑制作研究

彫塑技法論

木彫

石彫

彫刻鋳造

構成演習I

構成演習II

視覚伝達デザイン

プロダクトデザイン

デザイン制作研究

デザイン発想演習

コンピュ ー タグラ
フィックス

デザイン特別研究

表現甚礎実習II

窯芸I

窯芸II

窯芸m

窯芸w

工芸制作研究

金属工芸

木材工芸

染色工芸

窯芸技法論
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
選択必修の別

備考

1 ゜

1 ゜

1 

1 ゜

1 

1 

1 

2 

1 

1 ゜

1 

1 ゜

1 ゜

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 ゜

1 ゜

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 ゜

1 

1 ゜

1 ゜

1 

1 

1 

1 △ 
これら3科目よりl
科目選択必修

1 

2 



美術理論・美術史 日本美術史概説 2 ゜

（鑑賞並びに日本の 西洋美術史概説
伝統美術及びアジア

2 ゜

の美術を含む。） 美術教育授業論 2 ゜

美術教育学特講A 2 

美術教育学特講B 2 

美術教育学研究I 2 

美術教育学研究II 2 

幼児造形教育 2 

入門美術・教育論 2 ゜

各教科の指導法（情報機器及び教材 美術教育学概論II 2 ゜

の活用を含む。） 美術科指導法I 2 

美術科指導法II 2 これら 4 科目より 3
△ 

科目選択必修美術科指導法皿 2 

美術科指導法v 2 

合計（必修・選択必修） 28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

悶 科目区分
各科目に含めること
が必要な事項

高 教科に関する 絵画（映像メデイア
専門的事項 表現を含む。）

美
術

彫刻

デザイン（映像メ
デイア表現を含む。）

美術理論·美術史
（鑑賞並びに日本の
伝統美術及びアジア
の美術を含む。）

授業科目

素描I

袖彩I

油彩II

油彩皿

池彩w

絵画制作研究

日本画

絵画技法論

版画

表現甚礎実習I

彫塑I

彫塑II

彫塑m

彫塑w

彫塑制作研究

彫搬技法論

木彫

石彫

彫刻鋳造

構成演習I

構成演習II

視覚伝達デザイン

プロダクトデザイン

デザイン制作研究

デザイン発想演習

コンピュ ー タグラ
フィックス

デザイン特別研究

表現基礎実習II

日本美術史概説

西洋美術史概説

美術教育授業論

美術教育学特講A

美術教育学特講B

美術教育学研究I

美術教育学研究II

幼児造形教育

入門美術・教育論

-96-

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
備考

選択必修の別

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 

1 

1 

2 

1 

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 

1 

1 

1 

1 

1 ゜

2 ゜

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

2 

2 

2 ゜



各教科の指導法（情報機器及び教材 美術教育学概論II 2 

の活用を含む。）
美術科指導法I 2 

美術科指導法II 2 これら 4 科目より 3
△ 

科且選択必修美術科指導法皿 2 

美術科指導法v 2 

合計（必修・選択必修） 28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

許
科目区分

各科目に含めること
状 が必要な事項

中 教科に関する 体育実技
子呂

専門的事項
校

古回

校

臼ヽ目

「体育原理、 体育心
理学、 体育経営管理
学、 体育社会学、 体
育史」・運動学（運
動方法学を含む。）

生理学（運動生理学
を含む。）

衛生学・公衆衛生学

学校保健（小児保
健、 精神保健、 学校
安全及び救急処置を
含む。）

授業科目

陸上競技

体操I

柔道I

柔道II

剣道

バレ ー ボ ー ルI

バレ ー ボ ー ルII

バスケットボ ー ルI

バスケットボ ー ルII

サッカ ー

ラグビ ー

水泳I

水泳II

ダンスI

ダンスII

体操II

体育原理

体育史

体育心理学I

体育心理学II

体育心理学演習

体育測定評価

体育経営学

体育経営学演習

体育社会学

運動学概論

運動方法論

バイオメカニクス

生理学

運動医学

健康管理学

解剖学

運動生理学

運動生理学実験

衛生学

公衆衛生学

衛生 ・ 公衆衛生学演習

学校保健

学校安全及び救急処置

精神保健
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
備考

選択必修の別

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 

1 

1 ゜

1 

1 ゜

1 

1 

1 

1 ゜

1 

1 ゜

1 

1 

1 

1 

2 ゜

2 

1 

2 

2 ゜

1 

1 ゜

2 ゜

2 

2 

2 ゜

2 

2 

2 

2 

1 

1 ゜

1 ゜

1 

2 ゜

2 

2 



各教科の指導法（情報機器及び教材 保健体育科教育 2 

の活用を含む。） スポ ー ツ教育学I 2 

体育評価 2 これら4科目より3
△ 

科目選択必修保健体育科指導法I 2 

保健体育科指導法II 2 

合計（必修・選択必修） 28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得
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中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

許
科目区分

各科目に含めること 授業科目
状 が必要な事項

中 教科に関する 木材加工（製図及び 木材工学
子}

専門的事項 実習を含む。） 木材加工学校

技
木材材料学

術 木材利用学

木材工学実験

木材加工実習I

木材加工実習II

製図I

金属加工（製図及び 金属加工学I
実習を含む。） 金属加工学II

金属材料学

金属工学実験

金属加工実習I

金属加工実習II

製図II

機械（実習を含む。） 機械理論I

機械理論II

機械工学実験 ・ 実習

エネルギ ー ・ 環境論

電気（実習を含む。） 電子匝路

電気電子理論

電子工学

電気電子基礎実験

電子工作実習

入門電気学

電気機器

栽培（実習を含む。） 栽培学

作物学

園芸学

栽培学実験実習

情報とコンピュ ー タ 情報工学
（実習を含む。） 自動制御

プログラミング演習

情報処理実習

各教科の指導法（情報機器及び教材 技術科教育
の活用を含む。） 技術科教材教具論

技術科教育演習I

技術科教育演習II

総合技術演習I

総合技術演習II

合計（必修 ・ 選択必修）
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
備考

選択必修の別

2 ゜

2 

2 

2 

1 

1 ゜

1 

1 ゜

2 ゜

2 

2 

1 

1 ゜

1 

1 ゜

2 ゜

2 

1 ゜

2 

2 

2 

2 

1 ゜

1 

2 ゜

2 

2 ゜

2 

2 

1 ゜

2 ゜

2 

1 

1 ゜

2 ゜

2 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得



中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

許
科目区分

各科目に含めること 授業科目
状 が必要な事項

高 教科に関する 木材工学
専門的事項 木材加工学

工 木材材料学
業

木材利用学

木材工学実験

木材加工実習I

木材加工実習II

製図I

製図II

金属加工学I

金属加工学II

金属材料学

金属工学実験

金属加工実習I

金属加工実習II

工業の関係科目 機械理論I

機械理論II

機械工学実験 ・ 実習

エネルギ ー ・ 環境論

電子匝路

電気電子理論

電子工学

電気電子基礎実験

電子工作実習

自動制御

電気機器

情報工学

入門電気学

情報と電気

プログラミング演習

情報処理実習

職業指導 職業指導

各教科の指導法（情報機器及び教材 工業科教育法I

の活用を含む。） 工業科教育法II

合計（必修 ・ 選択必修）
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
備考

選択必修の別

2 ゜

2 

2 

2 

1 

1 ゜

1 

1 ゜

1 ゜

2 ゜

2 

2 

1 

1 ゜

1 

2 

2 ゜

1 ゜

2 

2 

2 ゜

2 

1 ゜

1 

2 

2 

2 ゜

2 ゜

2 

1 

1 ゜

2 ゜

2 ゜

2 ゜

25 

必修、 選択必修を含んで25単位以上修得



中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

許
科目区分

各科目に含めること 授業科目
状 が必要な事項

中 教科に関する 家庭経営学（家族関 生活経営学概説
子} 専門的事項 係学及び 家庭経済学 生活経営学演習校

を含む。）
家族関係学

家
庭 生活経済学

消費者教育論

被服学（被服製作実 被服学概論
習を含む。） 被服構成学演習

被服構成実習

被服材料学

被服管理学

被服学実験

被服学演習

食物学（栄養学、 食 食生活概論
品学及び調理実習を 食物学実験
含む。）

栄養学

栄養管理学

食物学演習

食品学

調理学

調理学実習I

調理学実習II

住居学 住居学概論

住居管理学

住居学演習

保 育 学（実 習 を 含 保育学概論
む。） 保育学演習

保育学I

保育学II

子ども理解の方法

保育フィ ー ルド研究

家族の保健

各教科の指導法（情報機器及び教材 家庭科教育概説II
の活用を含む。） 家庭科指導法I

家庭科指導法II

家庭科指導法皿

家庭科教育学特講

合計（必修・選択必修）
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
備考

選択必修の別

2 ゜

1 

2 

2 ゜

2 

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 ゜

2 

1 

2 ゜

2 

2 ゜

2 

2 ゜

2 ゜

1 

2 

1 

2 ゜

2 

2 

2 

2 

2 ゜

2 

2 これら4科目より3
△ 

科目選択必修2 

2 

28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得



中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免許法施行規則に定める科目区分等
免 各科目に含めること
許 授業科目

科目区分 が必要な事項

高 教科に関する 家庭経営学（家族関 生活経営学概説
専門的事項 係学及び家庭経済学 生活経営学演習

家 を含む。）
家族関係学

庭
生活経済学

消費者教育論

被服学（被服製作実 被服学概論
習を含む。） 被服構成学演習

被服構成実習

被服材料学

被服管理学

被服学実験

被服学演習

食物学（栄養学、 食 食生活概論
品学及び調理実習を 食物学実験
含む。）

栄養学

栄養管理学

食物学演習

食品学

調理学

調理学実習I

調理学実習II

住 居 学（ 製図を 含 住居学概論
む。） 住居管理学

住居学演習

保育学（実習及び家 保育学概論
庭看護を含む。） 保育学演習

保育学I

保育学II

子ども理解の方法

保育フィ ー ルド研究

家族の保健

家 庭 電 気 ・ 家 庭機 家庭電気・機械
械 ・ 情報処理 生活情報処理

各教科の指導法（情報機器及び教材 家庭科教育概説II
の活用を含む。） 家庭科指導法I

家庭科指導法II

家庭科指導法皿

家庭科教育学特講

合計（必修・選択必修）
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

必修／
単位

選択必修の別 備考

2 ゜

1 

2 

2 ゜

2 

2 ゜

2 ゜

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 ゜

2 

1 

2 ゜

2 

2 ゜

2 

2 ゜

2 ゜

1 

2 

1 

2 ゜

2 

2 

2 

2 

2 ゜

2 ゜

2 ゜

2 

2 これら 4 科目より 3
△ 

科目選択必修2 

2 

32 

必修、 選択必修を含んで32単位以上修得



中学校、 高等学校教諭 一種免許状【教科及び教科の指導法に関する科目】

免 免許法施行規則に定める科目区分等

悶 科目区分
各科目に含めること 授業科目

が必要な事項

中 教科に関する 英語学 英語学I
学 専門的事項 英語学II校

夏
英語学皿

英語学演習I
ヘ央ザ

英語学演習II
語

英文法演習I

英文法演習II

音声学演習

英語文学 英国文学史

英国文学講読I

英国文学講読II

英国文学講読m

米国文学史

米国文学講読I

米国文学講読II

米国文学講読m

英国文学演習

米国文学演習

英語コミュニケ ー 英語討論法
ション 英作文演習I

英作文演習II

英会話I

英会話II

異文化理解 比較文化研究

各教科の指導法（情報機器及び教材 英語科教育
の活用を含む。） 英語科指導法I （音

声）

英語科指導法II （英
語文学）

英語科指導法m （文
法）

合計（必修・選択必修）
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〇必修 △選択必修 記号なし：選択

免許要件

単位 必修／
備考

選択必修の別

2 ゜

2 ゜

2 

1 ゜

1 

1 ゜

1 ゜

1 

2 ゜

1 

1 △ 
これら3科目より1
科目選択必修

1 

2 ゜

1 

1 △ 
これら3科目より1
科目選択必修

1 

1 いずれか1科目選択
△ 

必修1 

1 

1 ゜

1 ゜

1 ゜

1 ゜

2 ゜

2 ゜

2 ゜

2 ゜

2 
゜

28 

必修、 選択必修を含んで28単位以上修得



特別支援学校教諭 一種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）

【特別支援教育に関する科目】 （施行規則第7条）

免許法施行規則に
定める科目区分

特別支援教育の基礎理論に関す
る科目（第1欄）

特別支援教
育領域に関
する科目
（第2欄）

免許状に定
められるこ
ととなる特
別支援教育
領域以外の
領域に関す
る科目
（第3欄）

心身に障害のある
幼児、 児童又は生
徒の心理、 生理及
び病理に関する科
目

心身に障害のある
幼児、 児童又は生
徒の教育課程及び
指導法に関する科
目

・心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の心理、
生理及び病理に
関する科目

・心
幼
身に障

児
害のあ

る児、 童又
は生徒の教

導
育課

程及び指 法に
関する科目

心身に隊害のある幼児、 児童又
は生徒についての教育実習

（第4欄）

合

授 業 科 目

特別支援教育総論

障害児教育学入門演習

障害児教育学特別演習

障害児心理学特別演習

障害児保健学特別演習

知的障害児の心理と発達

知的障害児の心理と病理

障害児心理学人門演習

障害児心理学

障害児保健学入門演習

肢体不自由児の心理•生理 ・ 病理

病弱児の心理•生理 ・ 病理

特別支援教育課程論

知的障害児の教育I

知的障害児の教育II

知的障害児の教育m

障害児の発達検査法

肢体不自由児の教育総論

病弱児の教育総論

視覚障害教育総論

聴覚障害教育総論

重複障害児教育総論

LD · ADHD等教育総論

自閉症児等教育総論

発達障害医学

特別支援学校教育実習 I
（特別支援教育コ ー ス）

特別支援学校教育実習II
（小 ・ 中学校教育実習I修了者）

計

単

位

2 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

2 △ 

2 △ 

2 △ 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

4 

3 

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

種

本学で修 免許法に
必修／ 中心となる 得すべき 定める最

選択必修の別 領域 単位数 低修得単
位数

゜

2 2 

゜

゜

知的障害者

知的障害
者、肢体
不自由者、

゜ 肢体不自由者 病弱者の
各領域に

゜ 病弱者 該当する
科目をそ 16 

゜
れぞれ4
単位以上これら3科目

から1科目選 知的障害者 修 得し、

択必修 計16単位
以上修得

゜ 肢休不自由者

゜ 病弱者

゜ 視覚障害者

゜ 聴覚障害者

゜
5 5 

゜ 重複•LD等
゜ 領域

゜ / 
/ 

4(3) 3 
゜

27(26) 26 

特別支援教育の基礎理論に関する科目（第 1 欄）の中から、「特別支援教育総論」を含んで 2 単位以

上修得すること。

特別支援教育領域に関する科目（第2欄）の中から、 知的障害者、 肢体不自由者、 病弱者の各領域に

該当する科目をそれぞれ 4 単位以上修得し、 計16単位以上修得すること。

特別支援教育領域以外の領域に関する科目（第3欄）の中から、 5単位以上修得すること。
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特別支援学校教諭二種免許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者）

【特別支援教育に関する科目】 （施行規則第7条）

免許法施行規則に
定める科目区分

特別支援教育の基礎理論に関す
る科目（第1欄）

特別支援教
育領域に関
する科目
（第2欄）

免許状に定
められるこ
ととなる特
別支援教育
領域以外の
領域に関す
る科目
（第3欄）

心身に障害のある
幼児、 児童又は生
徒の心理、 生理及
び病理に関する科
目

心身に障害のある
幼児、 児童又は生
徒の教育課程及び
指導法に関する科
目

・心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の心理、
生理及び病理に
関する科目

・心
幼
身に障

児
害のあ

る児、 童又
は生徒の教

導
育課

程及び指 法に
関する科目

心身に隊害のある幼児、 児童又
は生徒についての教育実習

（第4欄）

合

授 業 科 目

特別支援教育総論

障害児教育学入門演習

障害児教育学特別演習

障害児心理学特別演習

障害児保健学特別演習

知的障害児の心理と発達

知的障害児の心理と病理

障害児心理学人門演習

障害児心理学

障害児保健学入門演習

肢体不自由児の心理 ・ 生理 ・ 病理

病弱児の心理•生理 ・ 病理

特別支援教育課程論

知的障害児の教育I

知的障害児の教育II

知的障害児の教育m

障害児の発達検査法

肢体不自由児の教育総論

病弱児の教育総論

視覚障害教育総論

聴覚障害教育総論

重複障害児教育総論

LD·ADHD等教育総論

自閉症児等教育総論

発達障害医学

特別支援学校教育実習I
（特別支援教育コ ー ス）

特別支援学校教育実習II
（小 ・ 中学校教育実習I修了者）

計

単

位

2 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

2 △ 

2 △ 

2 △ 

2 

2 

2 

1 

1 

1 △ 

1 △ 

1 △ 

2 

4 

3 

〇必修 △選択必修 記号なし：選択

種

本学で修 免許法に
必修／ 中心となる 得すべき 定める最

選択必修の別 領域 単位数 低修得単
位数

゜

2 2 

。※

。※

知的障害者

知的障害
者、肢体
不自由者、

゜ 肢体不自由者 病弱者の
各領域に

゜ 病弱者 該当する
科目をそ。※

れぞれ4
単位以上これら3科目

から1科目選 知的障害者 修 得し、

択必修 計12単位
以上修得

゜ 肢休不自由者

゜ 病弱者

゜ 視覚障害者

゜ 聴覚障害者

これら3科目 3 3 
から1科目選 重複•LD等
択必修 領域

゜ / 
/ 

4(3) 3 
゜

25(24) 16 

※ 免許法上の必修科目ではないが、 本学で定める「4年生の教育実習II（第2免許）に加わるための条

件」 (53頁の別表 2 を参照）の必修科目となっているので留意すること。
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